
AKKODiSの従業員
移動CO2排出量
ベースラインレポート



二酸化炭素排出量を計測するAIアプリ「TRAM」について

MITのスタートアップであるTRAM社によって開発され、人工知能

（AI）を用いて、個人の移動に伴う二酸化炭素排出量を測定、監査、

計測をすることができるアプリです。スマートフォンのセンサーを利用して移

動パータンを自動認知し、二酸化炭素排出量を即時に通知することが

可能です。また、行動に応じてリワードやKUDO（称賛）などを付与で

きるため、低炭素通勤への意識付けを行うとともに、社員同士のコミュニ

ケーションの活性化やエンゲージメントの向上などを促進することも期待

できます。

レポートについて

AKKODiSでは、サステナビリティへの取り組みの一環として、環境負荷を最小限に抑えるために、常に革新

的な方法を模索しています。CO2排出量の把握と削減は、この使命の重要な要素です。社員の通勤に

よって発生する「Scope 3」排出量の測定と管理を強化するため、マサチューセッツ工科大学（MIT）発

のスタートアップであるTRAM GLOBALと提携しました。

TRAMの高度なAIアプリを活用し、通勤に伴う二酸化炭素排出量を測定することで、1ヶ月間の基準期

間中に社員の通勤による排出量を正確に把握しました。このレポートでは、そのデータから得られた主要な

結果を提示し、現在の排出状況に関する貴重な洞察を提供するとともに、将来的な改善のための課題を

明らかにします。

導入の背景

AKKODiSが属するAdecco Groupは、2030年までの「脱炭素」宣言を発表しており、2018年の実質

排出量に対して最低50％を削減したうえでオフセットを行うことを目指しています。これまでは、自社が直接

排出する温室効果ガス「Scope1」と、他社から供給された電気などの使用により間接的に排出する温室

効果ガス「Scope2」の排出量の削減を主な活動として行ってきましたが、温室効果ガスの排出削減をより

加速させるため、グループ各国に先駆けて日本で「Scope3」領域に向けて活動を強化することを決定いた

しました。



調査結果の概要

AKKODiSは、31日間にわたるカーボンベースライン測定期間中に、278名を超

える統計的に代表性のあるサンプルサイズを達成しました。

以下の調査結果は、現在の炭素排出削減における成果を強調するとともに、今

後のサステナブルな取り組みを促進するための戦略を示すものです。今後もこの

データを分析し、対応を進めることで、気候変動対策のグローバルリーダーとしての

使命を果たしてまいります。

従業員移動CO2排出量

• 1日あたりのユーザーごとの排出量: 1.49 KgCO2e

• 年間予測排出量: 0.54メートルトンCO2e

ベンチマーク比較

• 日本において、低炭素ユーザーとして分類される

• 米国および日本の既存のベンチマークと比較して、排出量が大幅に低い

移動パターン

• 最も一般的な移動パータンは徒歩

• 公共交通機関は最も長距離の移動に利用されている

• 関東地方は低炭素交通機関を利用して移動する利用者が多い

• 1キロメートル未満の短距離移動が多い

• 移動のピーク時間は朝のラッシュアワー
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移動パターン

ベースライン測定期間中に検出され

た移動パータンの中で、最も一般的

なのは徒歩で、61,251回の移動が

移動パターン

ありました。次いで、鉄道（33,450回）および自

動車（15,306回）が続きます。
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ベンチマーク比較

AKKODiSの地上交通による平均

カーボン排出量は、米国および日

本のベンチマークと比較して大幅に

ベンチマーク比較

低くなっています（この分析には航空機移動は含

まれていません）。

*ソース：European Commission www.commission.europa.eu

1.49
KgCO2e

Day

0.54
mt(t)CO2e

Year

1日あたりのユーザーごとの総排出

量は1.49 KgCO2eと記録されまし

た。

従業員移動CO2排出量

ベースラインデータに基づくユーザーごとの年間移動

（地上交通）カーボン排出量は、539.1 

KgCO2e（年間0.54トン）と推定されています。
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移動距離 移動距離

AKKODiS社員は短距離移動を行う傾向があり、

60,000回以上の移動が1キロメートル未満で行

われています。具体的には、0～500メートルの移

動が43,772回、550～1000メートルの移動が

18,086回です。逆に、20キロメートルを超える長

距離移動は、ベースライン期間中に8,020回と、

はるかに少ない結果となりました。
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移動パータンによって平均距離

移動パータンによって平均距離

公共鉄道交通は、パータン別の移動距離で最も多

く、1回の移動で平均11.6キロメートルの長距離移

動を占めています。自動車がこれに続き、平均移動

距離は10.6キロメートルです。一方、徒歩や自転

車は主に短距離移動に利用され、それぞれ約466

メートルおよび1442メートルです。

データインサイト

サステナビリティスコア

TRAM Sustainability Rating*の密度プロットで

は、ユーザーが多く集中する関東地方が明るいオレ

ンジ色で示され、一方でユーザー活動が少ない地

域は紫色で表示されています。

*TRAM Sustainability Ratingは、全体の移動距離のうち、低炭素移動

の割合を示しています。

• TSRが100の場合、全ての移動が低炭素であることを意味します。

• TSRが50の場合、移動距離の半分が低炭素であることを意味します。
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曜日別の移動回数 曜日別の移動回数

AKKODiSでは基本的に月曜日から金曜日が営

業稼働日となっているため、土曜日と日曜日の移

動回数は予想通り少なくなります。AKKODiSが実

施している柔軟な在宅勤務スタイルは、特に月曜

日と火曜日に頻繁に利用されていると推測されま

す。
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時間帯による移動回数時間帯による移動回数

ベースラインデータによると、移動回数は朝の移動

時間、恐らく午前7時から9時の間に最も多くなりま

す。その後、移動回数は昼間にかけて減少し、午

後4時頃から再び増加し始めます。これは、夕方の

移動時間が夜11時頃まで徐々に減少するためと

考えられます。



AKKODiSコンサルティング株式会社について

AKKODiSは、コネクテッドデータの力を活用し、デジタルとエンジニアリングを融合

させたソリューションを世界30ヵ国で提供するグローバルリーダーです。

AKKODiSコンサルティング株式会社は、「日本を、課題解決先進国に。」という

ビジョンを掲げ、日本において事業を展開しています。戦略、プロジェクトマネジメン

ト、テクノロジー、アカデミー等、多岐にわたる領域のコンサルタントを10,000名以

上擁し、企業および組織のイノベーションを支援するエンドツーエンドのコンサルティ

ングサービスを提供しています。 上流領域のコンサルティングから、システム開発、

教育、現場の保守・運用までを包括した、コンサルティング、ソリューション、アカデ

ミー、タレントの4つのサービスを提供することで、組織の変革を伴走しながら支援

しています。

【AKKODiSウェブサイト】 https://www.akkodis.co.jp/

TRAM.GLOBALについて

TRAM.GLOBALは、マサチューセッツ工科大学（MIT）発祥の企業で、米国

に拠点を置いています。同社は、企業や個人がカーボンフットプリントを追跡、監

視、最適化することを可能にし、さらにカーボン排出量の削減に努める方々に報

奨を提供するデジタルプラットフォームを提供しています。TRAM.GLOBALは、持

続可能な移動パータンを選択することで得られる価値を動的に算出、検証し、

日常の行動を地球規模の変革へと導く支援を行っています。

【 TRAM.GLOBALウェブサイト】https://tram.global/ 
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